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川端層の古流向
長　浜春　夫＊
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　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　The　Kawabata　R》rmation　has　been　considered　to　represent　the“Molasse　deposits’，

of　the　Hidaka（Alpine）Orogeny。This　fbrmation　consists　mainly　of　a　rhythmic　altemation

of　mudstone　and　sandstone，and　contains　conglomerates　and　tuffs．In　sandstone　beds　are

fbund　sole　markings　and　parting　lineation。The　geologic　structure　is　characterized　by　fblding

ofNNW－SSE　direction．

　　The　author　measured　the　orientation　ofsedimentary　structures　in40beds　at　l　l　locali－

ties，and　determined　the　paleocurrents　in　l　l　beds　by　Hute　casts，in21beds　by　groove　casts，

in3beds　by　parting　lineation，and　in5beds　by　arrangement　of　carbonaceous　Hakes。The

results　ofmeasurements　show　that　the　current月owed　mainly丘om　SSE　to　NNW，The　direc－

tion　is　parallel　to　the　Paleogeographic　and　tectonic　trend．Therefbreラthe　currents　in　question

are　SO－Called“aXial　CUrrent．，，

1．　まえがき

　川端層についての研究は数多くなされているが，古流

系についての研究論文は，まだ発表されていない。石狩

炭田全域をとってみても，第三系の古流系を解明しよう
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とした研究は，まだほとんどなされていない。しかしな

がら，古地理解明を目的とする研究に，古流系の研究結

果を加えるならばおそらく，より客観的な古地理の復元

が可能となるものと考える・

　筆者は1966年9月，短期間ではあるが，北海道夕張市

およびその周辺第三系の古流向の観察に従事した。古第

三系の発達する來炭層分布地域については，堆積構造注1）

をほとんどみいだすことができなかったが，新第三系の

川端層にはsolemarkおよびpartinglineationなどが

発達しており，第2図に示す11地点で，それらを確認す

ることができた。

　今回の調査地域はその範囲もせまく，そのうえ測定点

の数も少ないが，ここに概要を報告する。

2．　川端層注2）のあらまし

つ苫小牧
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第1図　　位置　図
一一

　＊地質部
注1）　幾春別層の砂岩中には斜層理がわずかながら認め

　　られた。

注2）　本層については松野久也・秦光男の5万分の1地
　　質図幅「追分」の記載を引用した。

　岩　相　本層は中新統に属し滝の上層から整合に漸移

するが，その境界は比較的容易に判定できる。また，上

位は角田層および火山灰層によって不整合に覆われる。

　本層は主として礫岩・砂岩・泥岩の厚い累層からな

り，中位に顕著な4枚の灰白色軽石質凝灰岩（K1～K4）

を挟有する。全般的に東部ほど粗粒堆積物が多く，かつ

層厚も厚く，西に行くにしたがって粗粒堆積物の量も少

なくなり，地層の厚さも減少する（図版1）。

　礫岩は主として黒色の粘板岩礫からなるが，下部の礫
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第2図　川端層（凝灰岩丁1～T4）び）分布と堆積構造の観察測定地点と流向を示す図

岩中には花崩岩礫をかなり多量に含む。礫は，中部でも

っとも大きく，人頭大に達するものがみられるが，一般

には胡桃大のものがもっとも多く，下部および上部では

一般に細粒である。円磨の程度にも著しい差があり，亜

角礫から円礫まである。

　礫岩は下部から上方に向かって，徐々に礫の大きさを

減じ，しだいに砂岩に移化する。また，礫の長径が一定

方向をとるとか，層理を示すとかの内部構造はほとんど

認められない。

　砂岩は，上述の礫岩の上位にあって，礫岩から漸移す

るものと，泥岩と互層するものとがある。前者は塊状を

示し，上部は細粒砂岩から瀕泥岩となり，ついに互層部

の最下位の泥岩に移化する。互層中の砂岩はふつう細粒

ないし中粒であって，細かい葉理によって板状を示すこ

とが多い。砂岩の下底面にはしばしばHute　cast，groove

cast，Ioad　castなどが観察されるが，砂岩の上面にみら

れるripple　mark，内部にみられる斜層理はともにほと

んど認められない。しかしながら砂岩の中にはP鳥rting

lineationや炭質物片の規則正しい配列が認められた。ま

た，互層中にはしばしば層間摺曲が観察される。このよ

うな層間摺曲は一定の層準にあってNNW－SSE方向，

すなわち川端層の堆積盆の延長方向に追跡される。

　凝灰岩は4枚（T、～T4）あってもっとも有効な鍵層と

なっている。最下部のものから最上部のものに至る地層

の厚さは1，000～1，200mである。これらの凝灰岩は粗粒

ないし細粒の石英安山岩質凝灰岩である。K2とK4とは

顕著な山梁を作る。K、は草木舞沢流域以南に発達し，

砂岩泥岩と互層し，厚さ約5mである。K2はその厚さ

5mで，緻密堅硬な細粒凝灰岩からなる。K3は厚さ5

～8皿で，細粒凝灰岩と粗～中粒凝灰岩との互層からな

り，粗粒凝灰岩中には軽石礫を含むことがある。　K4は

4枚のうちもっとも厚く，南部では20m以上となる。

　地質構造　本地域は神居古潭帯の西方前面における樺

太一蝦夷第三紀摺曲帯中に包括される。したがって主要

な地質構造はこの摺曲帯の方向と一致し，NNW－SSEの

方向性を持つ。測定した地域はNNW－SSE方向に走る築

別向斜の東翼に位置し，その一般走向は約N30。W，傾

斜は60～900Wで，一部逆転する地域もある（図版2）。
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3．　観察された堆積構造の概要

　調査地域内の砂岩勝ち互層中には，Hute　cast（11），

（図版3・4・5）groove　cast（21），（図版6・7），

Parting　lineation（3），（図版11）炭質物片の配列（5），

（図版12）および斜層理（1）が観察された。

　なおこのほかに明らかにnute　castに起源すると思わ

れる10ad　cast（図版9）や起源の不明のload　cast（図

版10），prod　cast（図版4），brush　cast（図版8）あるV・

はslidecastらしV・ものも認められた。なお判明しにく

いcastもいくつか観察された。

　Hute　castは一般に扇形あるいは舌状の形をなすが本

調査地域内のものは，その頭部の先端が鋭角的にとが

り，長さにくらべて幅がせまい。

　groove　castは佐世保や対州でみられるものにくらべ

ると，大型のものが多く，著しく連続性に富み，8mに

わたって連続するものも観察された。gr・・ve　castsの数

が多いのも，特徴の1つといえよう。

　斜層理やリップルマークはほとんどみいだせなかっ

た。

4．　古流向の測定結果

　古流向の解析を行なう場合に，同時堆積面としての一

枚の砂岩単層を広範囲に測定することがもっとも大切で
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　　　第1表　堆積構造の測定結果

1

測定地
点の番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

Hutecast，霧瓢方
の方位
　　　　位

parting
lineation

の方位

N30。W，

N30。Wr

N280W

N300W

N22。W

N23【’W

N32。W
N25。W

N20。W

N200W

N230W

N20QW
N250W

N200W
：N25。W

N28。W
N230W
N230W

N25。W

N220W
NS

N250W

N25QW

N28。W

N270W

N300W

炭質物片
の配列の
方位

HuteCaStおよびgrOOveCaStの

長　　さ
　（cm）

（薦） 1高、1這）さ
備 考

N30。W
N280W

N－S

N32。W
N25（）W

14．0十

230．0

1LO

9．0

25．0

30．0十

40．0十

6．0

9．0

4．0

100．0十

35．0

25．0

20．0

30．0

800．0十

L2

5．0

2．5

3．0

L8

2．0

1．O

l．5

0．2

2．0

10．0

4，0

8，0

3．0

1．5

9．5

0．7

L5

0．9

1．5

0．4

0．3

1．0

0．8

0．15

0．5

4．0

2．0

4．0

1，5

1．0

5．0

斜層理の走向N30。W，
傾斜　150W中粒砂岩
で厚さ27cm

「突出頂部はcastのSSE端に位置する。Hute
castを産みだした流れ

工が，SSE→NNWに向かったことを示す。

∫突出部はcastのSSE端に位置する。　Hute
castを産みだした流れ

／がンSSE－NNWに向かったことを示す。

／突出頂部はc薦tのSS
IE端に位置する。Hute
℃ast　を産みだした流

しれがSSE－NNWに向かったことを示す。

1突出部はcastのSSE端に位置する。　Hute

し
’castを産みだした流れ

がSSE→NNWに向
かったことを示す。

明らかなgradingが認
められた。突出頂部が
c＆stのNNW端にあ

／
り。Hutecastを産み
だした流れはNNWと
→SSEに向かったこ
を示す。
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2

測定地：flutecast
、庶の番号iの方位

⑩

⑪

N230W

N27。W

N20。W

9「oove

castの方
位

N30。w　i

N　640E

N　400E

N250W
N40。W
N50QW▼

parting
lineation

の方位

炭質物片
の配列の
方位

HuteCa，StおよびgrOOVeC＆Stの

長　　さ
　（cm）

300．0十i

17．0

15．0

幅
（cm）

6．0

3．0

2．0

高　　さ　　備

（cm）

考

3．0

1．5

0．2

f突出頂部がcastのNlNW端にあり。且ute
castを産みだした流れ
1が，NNW→SSEに向
！かったことを示す。

突出頂部はcastのSSE
端に位置する。　flute
castを産み出した流れ
がSSE→NNWに向か
ったことを示す。

本麦に示した方位はすべて，地層を水平状態に復元したときの方位である。

ある。しかしながらこのような厳密な意味での同一単層

の追跡とその観察は，地質構造および露出状況などから

もできにくい場合が多い。この地域においても同様であ

る。筆者は，同時面を示す鍵層として凝灰岩層（T・～T4）

をとりあげ，古流向の処理にあたってT・凝灰岩下位の

互層中にみとめられる古流向（第3図A）とT4凝灰岩

層直下の互層中のもの（第3図B1およびB2）と2つに

分けた。T、とT2との間の互層中のものはその測定数

も少なV・ので，便宜上丁・下位のもの（第3図A）に加

えた。

　測定地点は築別川・草木舞沢および千鳥の滝（夕張川）

付近の11地点で，合計40枚の層理面の古流向を測定し

た。

　おのおのの測定地点における古流向の測定結果を第1

表に示した。

　第1表かρ），おのおのの古流向を2つの層準に分け

て，円ゲラフに描くと第3図AおよびB・。B2となる・

B1・B2は古流向の測定数がAにくらべて多いので，図が

長大となるため，Hute　castとgroove　castとを別々に描

いた（B1とB2）。

5，　観察結果からの小考察

　上記①～⑪地点のsole　markおよびparting　lineation

などは，⑩地点の一部を除けば大部分はNNW－SSEの

方向を示す。

　第1表および第2図，第3図から明らかなように，調

査地域内においては，砂岩単層の層準による流れの方向

の違いはほとんど認められない。観察された川端層の一

般走向はNNW－SSEで，古流向の方向と一致する。し

たがって，上記の古流向はV・わゆるaxial　currentであ

る。

　流れの向きは第2および3図に示されるように砂岩単

層の大部分はSSE－NNWで，ある層準のものは反対の

NNW－SSEの方向を示すものも認められる。

6．　ま　と　め

1）雨霧山（509m）付近において，川端層の砂岩泥岩

　互層のなかの11地点においてgroove　cast，Hute　cast，

　p＆rtingline＆tionなどの発達が確認された。

2）sole　markの観察結果から明らかにされた流れの方

　向は，SSE－NNWで構造軸の方向とよく一致する・

　なお一部反対を示すNNW－SSEの流れも認められる

がいずれ痩）この方向はaxial　Currentである。

7．　あとがき

　石狩炭剛こ発達する第三系の研究には，おびただしい

ほどの研究報告があるにもかかわらず，古流系に関する

報告は，これまで一つもなかった。筆者の観察地点は非

常に少ないが，堆積構造からみて，堆積をもたらした

currentはいわゆるaxialcurrentであり，その向きは主

としてSSE　l　NNWであった。ここに報告したわずかな

資料だけでは，川端層全体の古流系は論じられないが，

今後川端層分布全地域を，solemarkなどのような堆積構

造の方位解析を主体とした研究を行ない，これに現在ま

での数多くの研究結果を加えて古地理的な考察を行なう

ならば，川端層の古地理は，より明らかになるであろう。
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図版1　夕張川千鳥の滝付近における川端層の露頭⑧
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図版2　solemark　　築別川支流の林道⑦　　川端層
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図版3　flute　cast 夕張川千鳥の滝⑩　　川端層 流向は右から左へ



図版4　nute　cast（A）およびprod　cast（B）　　夕張川千鳥の滝⑨　　　川端層　　流向は右から左へ
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　　　　　　　図版5　Hutecast　夕張川千鳥の滝⑩　　川端層　流向は右から左へ



．　　　軽灘ρ難　　聾嚢灘

図版6　groove　cast

　　　　・璋灘．難　
　　　　　撒
夕張川千鳥の滝　川端層
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図版7groovecast　夕張川千鳥の滝⑨　川端層
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図版8groove　cast（A）およびbrush　castあるいはgroove　castの末端部（B）

　　築別川支流の林道⑦　　川端層　　流向は右から左へ



図版9　夕張川千鳥の滝⑧と⑨の間でみられるflute　cast。10ad－casted（？）flute　casts　流向は右から左へ。

　　がかなり強V・が・flute　castの特徴は充分残ってV・る。

荷重による変形
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図版10　　10ad　cast　夕張川千鳥の滝　　川端層
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図版11　parting　lineation　　草木舞沢上流の林道①　　川端層　　流れは鉛筆に平行
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図版12　草木舞沢上流の林道①でみられる，砂岩の堆積面上にみられる炭質物片の配列状態。　　ほぼ上下に配列していることを示す。　　流れの方向は上下




